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１．研究の背景と目的 
本稿では、現代建築の中でも特色のある、「メタボリズム」

に着目する。「メタボリズム」とは新陳代謝という意味で、

高度経済成長期の中で、人口増加や都市の急激な変化に

応えるべく行われた建築運動のことである。環境に適応

する細胞や植物のように、姿かたちを変えて成長、増殖

することをイメージしている。この手法によって建てら

れた建物は、不要となった部分を、取り外して交換する

ことによって、解体する事なく永久に使い続けられるこ

と(新陳代謝)が想定されていた。しかし、実際には交換が

ほとんど行われずに、今日、解体され始めている現実が

ある。そこで、メタボリズムの手法を「解体」を待つだ

けの過去の手法に位置づけるのではなく、「再利用」の手

法として活用することを目的とし、メタボリズムの設計

手法を再考し、新たな設計プロセスの提案をおこなう。 
 
．キーワードごとの分類 

メタボリズムグループに所属した建築家、黒川紀章、菊

竹清訓、大髙正人と、メタボリズムの運動に大きな影響

を与えた丹下健三の、建築作品と都市計画を対象事例と

し、メタボリズムの設計上の重要なキーワードの抽出を

行った。その結果、「増殖・成長」「更新・永久性」「カプ

セル・ムーブネット」「人工土地」「コア」「空間の可変性」

の 6 項目への分類が可能となった(表 1)。 
 
．設計手法の提案

「再利用」の手法としての活用

メタボリズの手法は、人口増加等の社会的な、急激な変

化が求められた時に生み出された、「再開発」的なもので

あり、建物を使い続けるための「再利用」の手法として

利用するのは、困難であると考えられる。しかし一方で、

緊急に変化が求められる災害時における活用の可能性は

あり、現実的である。メタボリズムの強みでもある、環

境の変化に合わせて増殖をしていく仕組みを、災害が発

生してから、使用用途を変更や、空間の変更といった転

用を繰り返す「再利用」の手法として設定する(図 1)。 

表 1 メタボリズム建築の設計手法における 
キーワードごとの分類表 

 

図 1 再利用の活用方法のフローイメージ 
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災害時の転用

災害時、住人が暮らす為の避難場所以外にも、情報収集

の拠点が必要である。災害直後は、避難場所や水の給水

場所といった、その日の暮らしに直結する基本情報が必

要となる。そして、時間の経過とともに、被災者支援制

度や、被災した住宅のローン等のこれからの生活維持の

ための相談が必要となるというのが、一般的なフローで

ある。このように時間経過に合わせて必要機能が転用さ

れていく、情報収集拠点となる施設の提案をおこなう。

(図 2) 
子供の為の居場所 

災害時、避難場所などの慣れない環境に長期間置かれ、

子供が安心を感じることが難しくなることが予想される。

また、多くの大人が行きかう中で、自分たちだけの静か

な個室空間を確保することが難しい。本稿では、そんな

時に、平時に遊んでいた場所が、自由にのびのび遊べる

状態のままで残って、更に子供だけのプライバシーも確

保できる、子供の居場所を提案する。 
．計画概要

敷地概要

敷地は、台東区谷中にある初音の森防災公園(写真 1)。初

音の森防災公園は全面的に防災公園として整備されてい

る。中央の広場は、災害時に地域防災活動拠点として多

目的利用ができる芝生のオープンスペースとし、防災用

トイレ、深井戸、かまど兼用ベンチ、防火水槽等の設備

が設置されている。敷地の周辺には低層の住宅地密集地

敷地がひろがっていて、東側には、谷中墓地をはじめと

した多くの寺院と墓地がある。 
また、敷地は谷中 5 丁目に位置し、敷地を含む谷中 2,3,5
丁目地区は「地震時に著しく危険な密集市街地」に指定

されていて、まちづくりの課題として、以下の 4 つ問題が

あげられる。 
1,老朽木造住宅の密集した住宅地があり、火災発生時に

は延焼拡大などが懸念される。 
2,不燃領域率が低い 
3,公園、広場が不足している 
4,狭い道路や行き止まりが多いため、消防活動が困難な

区域が存在する 
敷地には谷中コミュニティセンターが隣接しており、そ

ちらとの連携も考慮する。 
．機能

谷中コミュニティセンター(図 3)は、1階が消防団と事務機

能、2 階が児童館と公民館、3 階が図書館の機能を持つ。

日常的に地域の子供たちがよく使用する施設である為、

防災公園も子供が利用しやすいことに重点を置いた計画

を行う。平常時は、谷中コミュニティセンターの別館と

しての機能と、子供たちの遊び場となるような遊具の機

能を持つ。災害時は、子供の居場所としての機能を持つ

と共に、保護者や、地域住人に向けた情報収集の拠点と 

図 2 情報拠点としての転用フローイメージ 

写真 1 初音の森防災公園(撮影：筆者) 

図 3 初音の森防災公園平面図 

図 4 施設の機能イメージ 
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して機能する。(図 4) この公園は、平日は周辺の幼稚園の

園児や小学生が利用し、休日は多くの家族連れで賑わい

を見せている。毎年 10 月には「谷中まつり」が開催され

るなど、イベント行事に利用される、地域活動にとって

重要な公園である。そのため、平常時でも地域に人が利

用憩いの場になると共に、イベント時にも柔軟に活用で

きる場を計画する。 
．設計提案

設計プロセス

設計プロセスの提案を以下の通りとする。 
Phase1: 谷中コミュニティセンターの入り口付近に A 棟を、

既存の深井戸と防災倉庫をおおように、B 棟を設置。A 塔

は EV シャフトと階段を含み、Ｂ塔は、EV シャフト、階

段、設備室を含む。 
Phase2:コアを起点として東西方向に構造体を展開。 
Phase3: 2つのヴォリュームをつなぐように人工地盤を敷設。 
Phase4:人工地盤上に木造フレームを建築。人工地盤の上

に、可変する子供の居場所を計画する。 
平常時の利用

人工地盤によってつくりだした屋上部分を、「天空広場」とし、木の枠組みにより宙に浮かぶアスレチックの様な、子供

の遊び場とする(図 7)。また、中央の吹き抜け部分は、床を設置ことでステージに変化し、お祭りやイベントの際に利用

される。屋根は開閉が自由に行うことができる。屋根を閉じれば天空広場直下も雨を防げる空間となる。B 塔側は防災

倉庫、A 塔側は、谷中コミュニティセンター別館として、図書館、児童館、公民館に附随するスペースとする。図書館

と公民館は、少人数用の勉強スペースや読書スペースを設けることで、特に子供向けに特化した空間とする(図 6)。1 階

部分は公民館の追加スペースとし、会議室をメインに配置する。休日には、会議室を販売店舗や運営用の控室などに転

用することで、様々なイベントに対応出来る公園とする (図 8) 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 設計プロセスのイメージ

図 配置図
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災害時の利用

初音の森防災公園の既存の設備である、マンホールトイ

レや、かまどベンチを活用して、一時避難場所として利

用する。人工地盤の下の広場は駐車場とし、防災倉庫は

支援物資の保管場所として利用する。また、深井戸から

水を引き上げることで、給水所としての機能も持つ(図
11)。 
天空広場は、壁や布で仕切ることで、少人数で 2400ｍｍ

四方の個室と、4800mm四方の個室が作ることが可能であ

る (図 9) 。小さな個室は子供だけの隠れ家として、大き

な個室は小さな子供が安心して親と遊べる広々とした空

間として利用する。また、Ａ塔側の 1 階部分の会議室は、

街の情報拠点へ転用し、役所の出張相談所や、専門家に

よる無料相談会などが開催されるスペースとして転換す

る(図 12)。 
 

図 平常時のイメージ

図 天空広場利用イメージ 

図 個室組み立てのイメージ図

図 施設全体の鳥瞰イメージ図
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．まとめ

本研究では、メタボリズムの建築手法をベースとした

「再利用」の観点からの設計手法の提案を行った。災害

時という時間経過とともに、求められる機能が変化する

場面において、メタボリズムの手法は、建築空間の創造

に有効に作用する可能性があると考えられる。現在、メ

タボリズム建築を多くは、すでに解体されていて、残さ

れているわずかなものも、保存や修復方法についてよく

議論に取り上げられている。本研究は、残されているメ

タボリズム建築の保存や修復に直結するものでは無い。

しかし、先の読めない社会の変化に備えて、成長、変化

をする建築が、本稿における「再利用」の観点から活用

される設計手法の実践へとつながる一助となることを期

待する。 
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図 災害時の利用イメージ図

図 災害時の設備の利用イメージ

図 全体のイメージ図


